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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】令和1年8月29日(2019.8.29)

【公表番号】特表2018-522148(P2018-522148A)
【公表日】平成30年8月9日(2018.8.9)
【年通号数】公開・登録公報2018-030
【出願番号】特願2018-502723(P2018-502723)
【国際特許分類】
   Ｄ０１Ｆ   8/08     (2006.01)
   Ｄ０１Ｆ   8/12     (2006.01)
   Ｄ０１Ｄ   5/04     (2006.01)
   Ｄ０１Ｄ   5/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０１Ｆ    8/08     　　　Ｚ
   Ｄ０１Ｆ    8/12     　　　Ｚ
   Ｄ０１Ｄ    5/04     　　　　
   Ｄ０１Ｄ    5/34     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年7月16日(2019.7.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のフィラメントを含む糸条であって、前記フィラメントのそれぞれは、第１のポリ
マーの明確な連続した均一密度の鞘と、第２のポリマーの明確な連続した芯とを有し、前
記鞘は、前記芯を取り囲み、
　前記フィラメントは、溶媒に前記第１のポリマーを含有する第１のポリマー溶液を、同
じ溶媒に前記第２のポリマーを含有する第２のポリマー溶液とともに押し出すことによっ
て作製され、及び更に、
　前記第１のポリマー溶液は、無塩であり、且つ前記第２のポリマー溶液は、前記第２の
溶液における塩、前記第２のポリマー、及び前記溶媒の量に基づいて、少なくとも４重量
％の無機塩を含み、
　前記第１のポリマーは、前記第２のポリマーの熱分解温度より少なくとも５０℃低い熱
分解温度を更に有する、糸条。
【請求項２】
　前記第１のポリマーは、ポリアクリロニトリルであり、且つ前記第２のポリマーは、ア
ラミドである、請求項１に記載の糸条。
【請求項３】
　前記アラミドは、ポリ（メタフェニレンイソフタルアミド）である、請求項２に記載の
糸条。
【請求項４】
　前記ポリアクリロニトリルは、モダクリルコポリマーであり、且つ前記アラミドは、ポ
リ（メタフェニレンイソフタルアミド）である、請求項２に記載の糸条。
【請求項５】
　フィラメントを含む糸条を形成するプロセスであって、前記フィラメントのそれぞれは
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、第１のポリマーの明確な連続した均一密度の鞘と、第２のポリマーの明確な連続した芯
とを含み、前記鞘は、前記芯を取り囲み、
　前記第１のポリマーは、前記第２のポリマーの熱分解温度より少なくとも５０℃低い熱
分解温度を有し、前記プロセスは、
ａ）溶媒に前記第１のポリマーを含有する第１のポリマー溶液と、同じ溶媒に前記第２の
ポリマーを含有する第２のポリマー溶液とを形成する工程であって、前記第１のポリマー
溶液は、無塩であり、且つ前記第２のポリマー溶液は、前記第２の溶液における塩、前記
第２のポリマー、及び前記溶媒の量に基づいて、少なくとも４重量％の無機塩を含む、工
程と、
ｂ）前記第１のポリマー溶液及び前記第２のポリマー溶液のための別個の注入口と、ドー
プフィラメントを紡糸するための複数の排出キャピラリとを有する紡糸口金アセンブリを
提供する工程と、
ｃ）前記排出キャピラリを通して前記第１及び前記第２の溶液の複数の結合流を紡糸セル
に押し出すことにより、前記第１のポリマー溶液の鞘及び前記第２のポリマー溶液の芯を
有する複数のドープフィラメントを形成する工程と、
ｄ）前記ドープフィラメントを前記紡糸セルにおける加熱されたガスと接触させて前記ド
ープフィラメントから溶媒を除去して、溶媒が減少したフィラメントを形成する工程であ
って、前記加熱されたガスは、前記ドープフィラメントが前記紡糸セルにおける前記第１
のポリマーの前記熱分解温度未満に留まるような温度を有する、工程と、
ｅ）前記溶媒が減少したフィラメントを水性液体でクエンチして前記フィラメントを冷却
し、ポリマーフィラメントの糸条を形成する工程と、
ｆ）前記ポリマーフィラメントの糸条から溶媒を更に抽出する工程と
を含む、プロセス。
【請求項６】
　前記第１のポリマーは、２１を超える限界酸素指数を有するか、又は前記第１のポリマ
ー溶液は、前記第１のポリマーの前記限界酸素指数を２１超に増加させる添加剤を備え、
且つ前記第２のポリマーは、２４を超える限界酸素指数を有する、請求項５に記載のプロ
セス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　糸条におけるそれぞれのフィラメントは、２．１８デニールの線密度を有した。４つの
フィラメント糸条は、１デニール当たり４．２６グラムの引張り強さ、４５．１％の破断
伸び、及び１デニール当たり８２グラムの引張り弾性率を有した。
　次に、本発明の好ましい態様を示す。
１．　複数のフィラメントを含む糸条であって、前記フィラメントのそれぞれは、第１の
ポリマーの明確な連続した均一密度の鞘と、第２のポリマーの明確な連続した芯とを有し
、前記鞘は、前記芯を取り囲み、
　前記フィラメントは、溶媒に前記第１のポリマーを含有する第１のポリマー溶液を、同
じ溶媒に前記第２のポリマーを含有する第２のポリマー溶液とともに押し出すことによっ
て作製され、及び更に、
　前記第１のポリマー溶液は、無塩であり、且つ前記第２のポリマー溶液は、前記第２の
溶液における塩、前記第２のポリマー、及び前記溶媒の量に基づいて、少なくとも４重量
％の無機塩を含み、
　前記第１のポリマーは、前記第２のポリマーの熱分解温度より少なくとも５０℃低い熱
分解温度を更に有する、糸条。
２．　前記第１のポリマーの前記熱分解温度は、前記第２のポリマーの前記熱分解温度よ
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り少なくとも７５℃低い、上記１に記載の糸条。
３．　前記第１のポリマーは、ポリアクリロニトリルであり、且つ前記第２のポリマーは
、アラミドである、上記１に記載の糸条。
４．　前記ポリアクリロニトリルポリマーは、
ｉ）アクリロニトリルホモポリマー、
ｉｉ）塩化ビニル若しくは塩化ビニリデンとのアクリロニトリルのコポリマー、又は任意
のその他のモダクリルコポリマー、又は
ｉｉｉ）酢酸ビニル及び／若しくはアクリル酸メチル、並びに／又はスチレンスルホン酸
とのアクリロニトリルのコポリマー
である、上記３に記載の糸条。
５．　前記アラミドは、ポリ（メタフェニレンイソフタルアミド）である、上記３に記載
の糸条。
６．　前記ポリアクリロニトリルは、モダクリルコポリマーであり、且つ前記アラミドは
、ポリ（メタフェニレンイソフタルアミド）である、上記３に記載の糸条。
７．　前記第１のポリマーは、２１を超える限界酸素指数を有するか、又は前記第１のポ
リマーの前記限界酸素指数を２１超の値に増加させる添加剤を備え、且つ前記第２のポリ
マーは、２４を超えるＬＯＩを有する、上記１～６のいずれか一項に記載の糸条。
８．　前記フィラメントを乾式紡糸することによって作製される、上記１～６のいずれか
一項に記載の糸条。
９．　前記第１のポリマー鞘は、前記糸条を着色するための染料又は顔料を含む、上記１
～６のいずれか一項に記載の糸条。
１０．　紫外光露光の２０時間後に１０以下の色の変化（デルタＥ＊）を有する、上記９
に記載の糸条。
１１．　フィラメントを含む糸条を形成するプロセスであって、前記フィラメントのそれ
ぞれは、第１のポリマーの明確な連続した均一密度の鞘と、第２のポリマーの明確な連続
した芯とを含み、前記鞘は、前記芯を取り囲み、
　前記第１のポリマーは、前記第２のポリマーの熱分解温度より少なくとも５０℃低い熱
分解温度を有し、前記プロセスは、
ａ）溶媒に前記第１のポリマーを含有する第１のポリマー溶液と、同じ溶媒に前記第２の
ポリマーを含有する第２のポリマー溶液とを形成する工程であって、前記第１のポリマー
溶液は、無塩であり、且つ前記第２のポリマー溶液は、前記第２の溶液における塩、前記
第２のポリマー、及び前記溶媒の量に基づいて、少なくとも４重量％の無機塩を含む、工
程と、
ｂ）前記第１のポリマー溶液及び前記第２のポリマー溶液のための別個の注入口と、ドー
プフィラメントを紡糸するための複数の排出キャピラリとを有する紡糸口金アセンブリを
提供する工程と、
ｃ）前記排出キャピラリを通して前記第１及び前記第２の溶液の複数の結合流を紡糸セル
に押し出すことにより、前記第１のポリマー溶液の鞘及び前記第２のポリマー溶液の芯を
有する複数のドープフィラメントを形成する工程と、
ｄ）前記ドープフィラメントを前記紡糸セルにおける加熱されたガスと接触させて前記ド
ープフィラメントから溶媒を除去して、溶媒が減少したフィラメントを形成する工程であ
って、前記加熱されたガスは、前記ドープフィラメントが前記紡糸セルにおける前記第１
のポリマーの前記熱分解温度未満に留まるような温度を有する、工程と、
ｅ）前記溶媒が減少したフィラメントを水性液体でクエンチして前記フィラメントを冷却
し、ポリマーフィラメントの糸条を形成する工程と、
ｆ）前記ポリマーフィラメントの糸条から溶媒を更に抽出する工程と
を含む、プロセス。
１２．　前記第１のポリマーの前記熱分解温度は、前記第２のポリマーの前記熱分解温度
より少なくとも７５℃低い、上記１１に記載のプロセス。
１３．　前記第１の溶液及び前記第２の溶液は、前記紡糸口金アセンブリで組み合わされ
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、且つ次いで前記複数の排出キャピラリのそれぞれの排出キャピラリを通して芯鞘型のド
ープフィラメントに押し出される、上記１１に記載のプロセス。
１４．　前記紡糸口金における前記複数の排出キャピラリは、複数の第１の開口部及び複
数の第２の開口部を含み、前記第１の溶液は、前記複数の第１の開口部を通して紡糸され
、且つ前記第２の溶液は、前記複数の第２の開口部を通して紡糸されて、複数の芯鞘型の
ドープフィラメントを形成する、上記１１に記載のプロセス。
１５．　前記第１のポリマーは、ポリアクリロニトリルであり、且つ前記第２のポリマー
は、アラミドである、上記１１に記載のプロセス。
１６．　前記ポリアクリロニトリルポリマーは、
ｉ）アクリロニトリルホモポリマー、
ｉｉ）塩化ビニル若しくは塩化ビニリデンとのアクリロニトリルのコポリマー、又は任意
のその他のモダクリルコポリマー、又は
ｉｉｉ）酢酸ビニル及び／若しくはアクリル酸メチル、並びに／又はスチレンスルホン酸
とのアクリロニトリルのコポリマー
である、上記１５に記載のプロセス。
１７．　前記アラミドは、ポリ（メタフェニレンイソフタルアミド）である、上記１５に
記載のプロセス。
１８．　前記ポリアクリロニトリルは、モダクリルコポリマーであり、且つ前記アラミド
は、ポリ（メタフェニレンイソフタルアミド）である、上記１５に記載のプロセス。
１９．　前記第１のポリマーは、２１を超える限界酸素指数を有するか、又は前記第１の
ポリマー溶液は、前記第１のポリマーの前記限界酸素指数を２１超に増加させる添加剤を
備え、且つ前記第２のポリマーは、２４を超える限界酸素指数を有する、上記１１～１８
のいずれか一項に記載のプロセス。
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